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こんな人におすすめ

企画担当

資格の概要とメリット

ニュース時事能力検定（ニュース検定）とは、今の時代を
生きるために欠かせない、ニュースを読み解き、活用する力
（時事力）を養い、認定する検定です。時事力とは現代社会
の出来事を公正に理解し、その課題をみんなで解決していく
礎となる総合的な力です。大きく変動し、先行き不透明な時
代に、時勢を読むために不可欠な力です。
公務員も、課題を見つけたり、政策を策定したりするうえ
では、世の中の動きをきちんと押さえておく必要があります。
そのためにはニュースに敏感でなければなりません。住民や
上司に説明する際にも、ニュースに対する感度を高めておく

資格種別 民間資格

認定団体 特定非営利活動法人日本ニュース時事能力検定協会など

受検資格 特になし

合格率 48％程度

まちを取り巻く出来事に敏感になる

ニュース時事能力検定（ニュース検定）［2級］
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ことで、説明に説得力が増し、信頼度も向上するでしょう。

取得した人の声
20 7

昇任試験で時事問題が出題されるため、対策を兼ねて受
検したのがきっかけです。また、時事の知識は仕事で必
要なので、一度総合的に学んでおきたいと考えていたこ
とも取得を後押ししました。
ニュース検定を取得することで、普段接するニュースや
新聞の理解が深まるので、入庁後の早い段階での取得を
おすすめします。

公式テキストや公式問題集を使い、気になった箇所はネ
ット記事などで調べながら 2週間程度勉強し、2級を受
検しました。専門的な資格というよりは、時事に関する
一般的な知識などが問われるので、普段からどれぐらい
ニュースに触れているかで対策に必要な時間は変わりま
す。普段からニュースを見る習慣があった私の場合は、
30時間程度の勉強で済みました。

取得しようと考えたきっかけ

取得にかかった時間や試験対策の工夫
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総合的に時事問題を学べたことで、日頃見るニュースの
理解度が変わりました。自治体の業務では、その日のニ
ュースが業務に関わってくることが多いです。私の場合、
海外の最新事情をまとめる際に活用できました。また、
管理職の方を中心に、周りにはニュースに敏感な方が多
かったので、職場で議論する際にもニュース検定で得た
知識が役立ちました。
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① A－正　B－正　C－正　D－正　　　② A－誤　B－正　C－誤　D－正
③ A－正　B－誤　C－正　D－誤　　　④ A－誤　B－誤　C－誤　D－誤

［正解：④］
（2021年度 2級試験過去問題より）

https://www.newskentei.jp/

過去問にチャレンジ！

資格の詳細

取得後の変化
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